




渡 邉 秀 司
要 旨
この論文 は,江 戸時代(江 戸期)の 宗教 につ いて島薗進が言 う 「習合宗教」 という視点 に示唆を得
なが ら,宗 教 が信者 に対 して保証す る救済 に焦点を絞 って考察を行 うものである。 まず村上重良が論
じる民衆宗教論 に基づ く江戸時代の宗教 についての論考を概説 し,こ の時期 における講社の発達 と数
多 くの 「神 さま」の成立が江戸期の宗教の特徴の一つで はないか と考 えた。次 に宮 田登の ミロク信仰
論,安 丸良夫 の通俗道徳論か ら,江 戸期の宗教が持 って いた救済観 を考 える端緒 となる見かたについ
て論 じた うえで,彼 らの論の持つ有効性 と限界 について考えた。最 後に江戸時代 の庶民文化 と社 寺参
詣 につ いて先行研究 にそって論 じつつ,江 戸期の宗教は民衆が受容者 となる ことでその救済の性格 が
中世以来 の ものか ら変化 したので はないか とした。









































薗によれば,仏 教 ・神道 ・地域の習俗的信仰な
どの教義や儀礼などを様々に取 り込んでその信





















る。 さらに,金 光教の他に天理教 ・丸山教など





























































には,農 耕につ らなるアニ ミズムやシャマニズ










さまざまな神さまの例として,村 上は,薬 師 ・
えんま ・あみだ ・稲荷 ・地蔵などをあげること
ができるとしている。都市生活の発展とともに




































年)に 山伏法度が触れられ,当 山 ・本山両派を
公認 し,諸 国の山伏をこれに分属させることで
統制の枠をはめた(村 上1963:19-20)。
当時の山伏が最 も活動 した局面は,占 いと病
気なおしの祈祷であった。当時の民衆は病気を,










し,多 くは新教義を開こうという意志 も,民 衆
の苦しい生活を切 り開こうという意欲ももたず,










































このように見て くると講の問題 は,直 接
には日本の民衆の信仰生活の上に現れた集
団結集の一方式であるけれど,そ の内面に











井 も言 うが神さまが 「はやる」一助を講組織が
成 していたということ,少 なくとも江戸期の宗












た諸菩薩 ・諸明神の信仰 とともに,生 前み
ずから味わった苦悩を,死 後,神 となって
救おうとする,い わゆる霊神の信仰があら
















































て神 さまの流行は,次 に述べる救済への希求 と
結びつき,江 戸期に作られた神 さまが後の新宗
教の神格に影響を及ぼ していくのである。





とな り,そ うしたことを扱 う集団も宗教 という
仮面を脱ぎすてていることが多い。新宗教では
70年代以降から一般的に貧病争 という苦しみか
















て,宮 田 登は1970年 に 「ミロク信仰の研究』
を著 し,ひ とつの視点を提示 した。安丸良夫は
宮田の ミロク信仰についての研究を足掛か りと
しなが ら,ひ ろた ・まさきとの共同研究成果で






































伝承の場合⑦ ミロク出世を願 い,衆 生救済を約

























している。ここで語 られるのは,利 益を もたら




べ きだとする。「彼 らは民衆 と交 りを持ち,民
間の中にあって,写 経 ・持呪などの功徳により
得た霊力で奇跡を行なったのである」(宮 田























弘法大師の入定は,ま ず予告がされて,断 穀 し
結跏趺坐で行に入 り,そ の間にさまざまな言辞

























らが宗教者 としてのカリスマ(霊 験)を 得る方









































































の論を展開 していく。論 じる上で安丸が前提 と
していたのは,世 直 しの論理 とそれに伴 う思想
形成についてである。





















衆の解放の幻影を押 し潰 して貫徹する」(安 丸










































点を中心 として論 じる際に,権 力と民衆という
2つ の対立軸を想定する。この両軸を論点とす


























導者にいたる 「マキャベ リズム的 ・絶対主義的
な開明思想の系譜」は 「近代資本主義社会成立
期の法則性をそれぞれの時点で可能なかぎりリ


























られすぎて しまうだろう。筆者 としては,江 戸
期の宗教 と明治以後の近代化 とは直接結びつ く
ものではないのではと考えている。安丸 も 「民
衆意識」 と近代化 との関連性については考察を






















の問題とを関連させて論 じていく。 しか し,本
論文は天皇制イデオロギーについて問題とする
ものではな く,詳 細を論 じる事はできない9)。
これまで紹介 してきた先行研究,特 に村上重
良 と安丸良夫の論は,伝 統的な成立宗教の担い
手が残 したテキス トだけでなく,民 間の生活者




う。渡辺は新宗教を考 える上で,「 教祖」 を





































































































であ り,宗 教の立場にたてば 「明確な救済 目的」





























は拡大 してい くが,筆 者が研究 している富士講
と関わりの深い吉田口の御師の場合,名 簿など





間社 と伊勢神宮とは性格 も異なるので,そ の人
数の多寡でその信仰の威勢を知 る事は難 しい。











































が求める救済 とは何か と言えば,江 戸時代に関
するさまざまな論や史料などか ら見て とれるこ
ととして,幕 府が作 り上げた200年 以上継続 し
た強固な制度によって生みだされた,さ まざま
な抑圧か らの解放が大きか った し,そ の抑圧か











の中では,教 団を形成 し,教 祖 という存在がい
































く,現 実的な苦 しみからの救済を宗教に願 うと
い う意 識 の 転 換 で もあ った 。 苦 しみ か らの解 放
の次 元 が 転 換 して い くな か で,江 戸 期 の宗 教 は
習 合 宗 教 とわ れ わ れ が 呼 ぶ よ うな状 況 を生 み 出
し,中 世 以 前 か らの宗 教 的 伝 統 と称 され るよ う
な もの と一種 断 絶 した と ころ にあ った とい え る。
江 戸 期 の 宗教 を考 え る事 は 民 衆 が 母体 とな る宗
教 意 識 の 変遷 を考 えつ つ,そ れ 以 後 の新 宗 教 の
成 立 過 程 を考 え る上 でふ ま え て お くべ き 問題 で
は な い だ ろ うか。 これ ま で江 戸 期 の宗 教 を考 え
て き たが,宗 教 とい う現 象 に 限 らず,時 代 に強
く依 存 す る社会 現 象 は,常 に そ の時 代 の欲 求 に
対 応 す る もの の み が生 き残 る とい うこ と を,改
め てわ れ われ は認 識 して お く必 要 が あ る だ ろ う。
注
1)こ こでいう江戸期 とは,元 禄以降の江戸 ・京 ・
大 阪を中心 と した都 市民 や周辺の 自作農 を主 な
担 い手 とす る文化 が醸成 された時期を特 に指 し
ている。 よ り具体 的 に言 えば,元 禄時代 か ら文
化 ・文政期(1688年 ～1830年)の 約150年 前後を
本論文 では江戸期 と便宜的 に述べ ることとす る。
2)御 触書の 内容 につ いては,『御触書寛保 集成』
p608を 参照の こと。
3)「 民衆」 という言葉 は論者 によって どの ように
用 い られて いるか差 異が あ り,ど う用 いるかで
議論す る ことも可 能な意 味を 内包 した用語 であ
る。 渡辺 順 一 は非知 識 階級 ・非 宗教 専 門家 を
「民衆 」 と称 してい る(渡 辺2007:113)。 本論
文 では渡辺 の説 にあ る程度依 拠 した用 い方 を し
てお り,「民衆」 という用語を,習 合宗教 の主体
的な担 い手 を述べ る事を前提 に用いてい る。 そ
こでい う 「民衆」 の なか には,論 理的思考 の訓
練 を受 けた知識 階級 とされ るよ うな人た ちは含
まれて はいない。
4)詳 しくは(島 薗1992)お よび,『縮刷版 新宗
教事典 』本文篇 などに記述 されて いる。 興味 を
もたれ た方は参照 してほ しい。
5)村 上 の意 図を彼 自身 の論 をふ まえなが ら考 え
るな ら,江 戸期 の民 衆 によ って書 かれた思想書
の類 と江戸期の民衆 蜂起 の プロセスを念 頭 に置
いているので はないか と思 われ る。 本文で はそ
う したこ とが書か れて いないので,よ くわ か ら
ない。
6)新 宗教 と新新宗教 とい う区分 につ いては,(島
薗進,1992年,『 新新宗教と宗教 ブーム』岩波 ブッ
ク レッ ト)に 簡 潔 にま とめ られ てお り,本 文 の
江戸期の宗教を考える13
14
内容 も同誌 に即 した ものとなっている。
7)沙 弥 とは元来十戒 を受 けた出家の男 子を言 う
が,日 本 では鎌倉期な ど道を求 めて剃髪 したが,
出家者 と して の戒 行を行 わず妻 帯す る僧 侶の事
を沙 弥 と呼ん だ。 聖 は体制外 の民間仏 教者の 呼
称 のひ とつで あ り,沙 弥 な どとと もに寺院仏教
の枠外 にあ る修行者や布教者を指す場合 が多 い。
8)宮 田が 弘法大 師入定 の根拠 として検討 して い
る史料 について は,『 ミロク信仰 の研究 』p134に
所収 されてい るものを参照 のこ と。
9)安 丸 が考 え る天皇 制 につ いて はさま ざまな論
があ り,そ れ らを検討す る ことで近代 日本社会
を考 え る上で示 唆を得 るこ とがで きるだ ろう。
安丸 の天 皇制論 につ いては(安 丸良夫,1992年,
『近 代天皇 像 の形成 』岩波書店.)で も詳 しく展
開されて いるので,そ ち らを参考 に して欲 しい。
10)(新 城1964:663-671)を 参照 の こと。新城 が
言 うような江戸 時代の社会 変化 につ いて は他 の
研 究者な ども言 うことであ り,こ とさら本論 文
で述べ る ような ことで はないが,新 城が言 う内
容 を参考 に しなが ら簡単 にま とめる と,① 生 産
力 の向上 による農民 の成長 と,太 閤検地以後 の
小農 民の 自立促進,② 農村 での貨 幣経済 の発 展,
③ 国 内商 業 ・流通経済 の発 達 にと もな う都市 の
発 展 と町 人 ・商人の成長,④ 交通環 境 の好転 に
よる旅 の レク リエー シ ョン化,な どが よ く言 わ
れる ことで ある。
11)御 師 とは,「 御祈祷 師」 の略で,社 寺 に所属 し
特定 の信 者(檀 那)と 師檀 関係 をむす んで社寺
に誘導 し,祈 祷 ・配札 をお こない,御 師宿 と呼
ばれ る宿 泊施 設 を経営 し,信 者 の便宜 を図 る宗
教者 の事 をい う。上吉 田浅間神社の御師の場合,
檀家 は富士講 が ほ とん どだ った とされ,彼 らの
宿泊料,富 士登 山に ともな う山役銭,檀 家回 り
にと もな う御初穂 が,御 師 の経 済基盤 を支えて
いた(坂 本他編2004:169-185)。
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